
 

　策
定
の
背
景

　

近
年
、
農
産
物
な
ど
の
価
格
の
低
迷
や
資

材
の
高
騰
に
よ
り
、
農
林
漁
業
所
得
が
継
続

的
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
農
林
漁
業
経
営
の

安
定
や
農
山
漁
村
の
活
性
化
を
目
指
す
た
め

に
は
、
農
林
漁
業
者
が
、
生
産
物
の
生
産
に

加
え
、
そ
の
加
工
ま
た
は
販
売
を
一
体
的
に

行
う
六
次
産
業
化
の
促
進
が
重
要
で
す
。

　

国
に
お
い
て
も
、
平
成
22
年
に
法
律
を
制

定
す
る
な
ど
し
て
、｢

攻
め
の
農
林
水
産
業｣

の
一
環
と
し
て
六
次
産
業
化
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
市
に
お
い
て

も
農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化
を
促
進
す
る
た

め
、
本
条
例
を
平
成
25
年
７
月
８
日
に
制
定

し
ま
し
た
。

　目
的

　

農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化
の
実
施
を
支
援

す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
経
済
社
会
の
活
力
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
重
要
な
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業
の
振

興
お
よ
び
経
営
の
改
善
を
図
る
も
の
で
す
。

　六
次
産
業
化
基
本
計
画
の
策
定

　

農
林
漁
業
の
六
次
産
業
化
の
促
進
に
関
す

る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
市
に
お
い
て
六
次
産
業
化
基
本
計

画
を
定
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

同
計
画
は
、
農
政
企
画
審
議
会
と
林
業
振

興
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
本
年
度
内

に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　補
助
金
の
交
付
な
ど

　

六
次
産
業
化
を
実
施
す
る
農
林
漁
業
者
な

ど
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
必
要
な
費

用
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
六
次
産
業
化
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
六
次
産
業

化
実
施
計
画
を
提
出
し
、
市
長
の
承
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
補
助
金
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
各
地
域
の
農
林
漁
業
者
な
ど
関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　施
行
期
日

　

一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
26
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　他
自
治
体
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　六
次
産
業
化
の
例

　

農
林
水
産
省
生
産
局
が
作
成
し
た「
６
次
産

業
化
の
取
組
事
例
集
」か
ら
抜
粋
し
た
事
例
を

紹
介
し
ま
す
。

地
元
産
野
菜
や
果
実
を
利
用
し
た
加
工
品
の

製
造

【
取
組
主
体
】＝
農
産

加
工
施
設
利
用
組
合

【
取
組
概
要
】＝

▼ 

中
山
間
地
域
の
専

業
農
家
の
女
性
が

中
心
と
な
っ
た
組

合
を
設
立
し
、
地

場
産
農
産
物
を
利
用
し
た
加
工
品
を
製
造

▼ 

伝
統
的
な
味
噌
の

仕
込
み
の
復
活
、

特
産
の
リ
ン
ゴ
を

活
用
し
た
ア
ッ
プ

ル
パ
イ
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
お
や
き
な

ど
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
加
工
品
を
製
造

▼
加
工
品
の
販
売
に
よ
り
売
上
増
を
実
現

地
元
の
魚
を
利
用
し
た
加
工
品
の
製
造･

販

売【
取
組
主
体
】＝
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ

薩摩川内市農林漁業の

促進に関する条例を
制定しました

六次産業化の
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【
取
組
概
要
】＝

▼�

漁
師
の
妻
を
中
心
と
し
た
グ

ル
ー
プ
が
、
地
元
で
水
揚
げ
さ

れ
た
エ
ソ
、
ア
ジ
、
シ
イ
ラ
な

ど
を
原
料
と
し
て
、
郷
土
料
理

の｢

ご
ま
だ
し｣

（
調
味
料
）、
干
物
な
ど

を
製
造
、
販
売

▼�

朝
市
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お
い
て
製
造
し

た
加
工
品
を
販
売

　市
内
の
直
売
所

　
次
の
販
売
所
は
、
と
れ
た
て
の
新
鮮
な
農

林
水
産
物
や
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
、
地
産

地
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

▼
特
産
品
販
売
所
天
辰
ア
グ
リ
館（
天
辰
町
）

　【
営
業
時
間
】＝
９
時
～
17
時

　【
休
業
日
】＝
日
曜
日
、
盆
、
正
月（
不
定
）

　
（
23
）６
６
５
５

▼
雅
せ
せ
ら
ぎ
館（
西
開
聞
町
）

　【
営
業
時
間
】＝
９
時
～
18
時

　【
休
業
日
】＝
８
月
14
日
・
15
日
、
12
月
31

　
日
～
１
月
３
日

　
（
27
）０
１
２
０

▼
道
の
駅
樋
脇｢

遊
湯
館｣

（
樋
脇
町
市
比
野
）

　【
営
業
時
間
】＝
８
時
30
分
～
18
時
30
分（
10��

　
月
～
３
月
は
18
時
ま
で
）

　
＊
日
曜
日
は
８
時
か
ら

　
【
休
業
日
】＝
第
３
水
曜
日
、
６
月
・
７
月
・

　
９
月
・
１
月
・
２
月
の
第
１
水
曜
日
、
１

　
月
１
日

　
（
38
）２
５
０
６

▼�

障
が
い
者
就
労
支
援
物
産
館
　
お
じ
ゃ
っ

た
モ
ー
ル
さ
つ
ま
川
内
館（
入
来
町
浦
之

名
）

　【
営
業
時
間
】＝
９
時
～
18
時

　【
休
業
日
】＝
第
２
・
第
４
水
曜
日
、
12
月

　
31
日
、
１
月
１
日

　
（
21
）４
０
５
５

▼
き
ん
か
ん
の
里
ふ
れ
あ
い
館（
入
来
町
浦
之

　
名
）

　【
営
業
時
間
】＝
８
時
30
分
～
17
時
30
分

　【
休
業
日
】＝
12
月
31
日
～
１
月
３
日

　
（
44
）２
７
２
２

▼
臥
竜
梅
の
里｢

清
流
館｣

（
東
郷
町
藤
川
）

　【
営
業
時
間
】＝
８
時
30
分
～
17
時
30
分

　【
休
業
日
】＝
木
曜
日

　

（
42
）２
６
０
０

▼
東
郷
ふ
れ
あ
い
館（
東
郷
町
斧
渕
）

　【
営
業
時
間
】＝
８
時
30
分
～
18
時（
11
月
～

　
３
月
は
17
時
30
分
ま
で
）

　
【
休
業
日
】＝
第
２
月
曜
日（
８
月
・
12
月
を

　
除
く
）、
１
月
１
日

　

（
42
）０
０
１
０

▼
祁
答
院
ロ
ー
ド
51（
祁
答
院
町
下
手
）

　【
営
業
時
間
】＝
９
時
～
18
時

　【
休
業
日
】＝
１
月
１
日
～
４
日

　
（
55
）０
８
５
１

【
問
合
先
】＝
本
庁
農
政
課
企
画
総
務
グ
ル
ー

プ
　（23

）５
１
１
１

（
内
線
４
４
５
１
、
４
４
６
１
）

六次産業化とは…　地域資源を有効に活用し、農林漁業者がこれまでの原材料供給者としてだけでなく、
自ら加工（第２次産業）、販売（第３次産業）に取り組み、経営の多角化を進めることで、
農林漁業の雇用確保や所得の向上を目指すことです。

生 産 者 加 工 品

生 産 者
直売所・スーパーマーケット

インターネット販売

第１次産業
生 産

第２次産業
加 工

第３次産業
販 売

生産物をそのまま売る

だけでなく、加工品を

作ってみよう！

農林漁業者自らが、

主体的に販売

× ×
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